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Brookshire Bros. Ltd. v. Aldridge, 438 S. W. 3d 9,
2014 Tex. LEXIS 562, 57 Tex. Sup. J. 947
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(１) 本稿を Ronald J. Hedges LLC 法律事務所の Ron Hedge 弁護士（元治安判事）および
McCarter & English 法律事務所の Keith J. McWha 弁護士に捧げます。ニューヨークで貴
重な時間を割いてインタビューに答えてくださったお二人に心から感謝申し上げます。こ
の二人の先生の協力がなければ本稿は完成しませんでした。
（I would like to dedicate this article to both Mr. Ron Hedge, Ronald J. Hedges LLC, New
Jersey and Mr. Keith J. McWha, McCarter & English, New York. I heartfelt thanks to them for
providing me the valuable time to respond to my questions. Without their assistance, I could




































































の Brookshire Brothers 食料品店（以下,「Brookshire」とする｡）の陳列机の
近くで滑って転倒した。転倒したとき, Aldridge は, 自分が負傷したことを店
の従業員に伝えていなかった。そのため店は転倒したことを調査せず, インシ
デントレポート（事故に関する報告書, 以下「事故報告書」とする｡）を仕上
げていなかった。しかしながら, Aldridge は店を出た後約１時間半後に, 痛み
のために緊急治療室に行った。
同年９月７日に Aldridgeは店に戻り, 自分の負傷について報告した。研修
中の店長であった Jon Tyler は, Aldridgeの供述と Aldridge の転倒の時に勤務
中だったアシスタントマネージャーの記憶に基づいて当該事故報告書を作成し









Aldridge が Brookshire に自分の負傷を知らせた後, 人事兼危機管理担当副
社長の Robert Gilmer は Aldridge が店に入る直前に撮影を開始し, 彼の転倒
後まもなく終えるおおよそ８分間の映像を保持し, コピーすることを決定した。
Aldridge は９月13日に Brookshire が事件のビデオ映像を保有していることを












Brookshireは当初 Aldridgeの医療費の支払いを始めたが, Gilmerが Aldridge
の映像を見直し, Brookshire は責任を否定するつもりであると判断した，と
伝える手紙を書いた2005年６月１日時点で，支払いを停止した。2005年８月に




Aldridge は土地所有者責任理論（premises-liability theory）に基づき, 滑っ
て転倒したために負傷したことを主張し, Brookshire を第12区テキサス州地
方裁判所（Twelfth District of Texas）に訴えた。
滑って転倒した事件で償うためには, 被告がたとえば床の上の滑りやすい実
態など, 店舗内で危険な状態の実際的または推定的な認識 (原文では construc-













かも Brookshire はその重要証拠を破棄したのだから，Aldridge は, 破棄につ
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(２) Keech v. Kroger Co., 845 S.W.2d 262, 264 (Tex. 1992).
(３) Wal-Mart Stores, Inc. v. Reece, 81 S.W.3d 812, 814 (Tex. 2002).
要求した。












であると自らの理解を確認した。しかしながら, Gilmer は, ビデオを保存す








ことを Brookshire が知っていたか, あるいは合理的に知るべきであっ
て, そしてその保存されていないことが満足に説明されていないと判
断するのであれば, あなたたちはそのような証拠が Brookshire に不
利になるだろうと考慮することができます｡」

















この多数意見は, Lehrmann 裁判官が執筆し, その見解に Hecht 首席裁判官,
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(４) See Andrew Hebl, Spoliation of Electronically Stored Information, Good Faith, and Rule
37(e), 29 N. ILL. U. L. REV. 79, 86 (2008).









損害を評価する際に, Baker 裁判官は, 裁判所は, 蓄積されたそ
の他の証拠が破棄された証拠に取って代わるものであるかどうか, そして破棄


























法と政治 65巻 4号 (2015年 2月) 351(1387)
(６) See Trevino v. Ortega, 969 S.W. 2d. 950 (Tex. 1998).
(７) Id, at 95558 (Baker, J., concurring).
(８) Id. at 958.
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(11) See, e.g., Adobe Land Corp. v. Griffin, L.L.C., 236 S.W. 3d 351, 36061 (Tex. App.－Fort
Worth 2007, pet. denied).
(12) Cire v. Cummings, 134 S.W. 3d 835, 843 (Tex, 2004).
(13) See id.


























われようと, 破棄は, この本質的な機能を脅かし, 容認することはできない。
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本件は Aldridge が土地所有者責任理論の下で Brookshire を訴えた事件であ
る｡ 彼の滑って転倒したこと対する損失を償うためには, Aldridge は






たことは結局, 証拠の破棄になると主張した。それゆえ Aldridge は陪審に破
棄についての説示を要求した。陪審は, 破棄の問題に関する証拠について聴取
し, 破棄に関する説示を聞き, そして潜在的に評議中に破棄について検討した。


















は,「過失」的状態（“negligent” state of mind）であるとしても破棄について
の説示を認める, と述べている。(傍線は筆者)
本件で州最高裁は, Brookshire の行為は証拠の破棄の水準に達してないと






まず, 特定の意図の存在, 不存在という点が注目され, 特定の意図があったと
認められる場合には, 加害者に不利になるような破棄についての説示がなされ
る。次に, 加害者の行為が, 過失による破棄であった場合, その破棄した証拠






























































法と政治 65巻 4号 (2015年 2月) 357(1393)
